
2021年度 橋梁点検（5日コース）

2021年8月16日（月）～20日（金）



8月16日(月)から20日（金）の5日間にわたり，社会基盤メンテ
ナンス教育センター及び舞鶴市内橋梁現場において，高専生
を対象に，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁点検（５日コース）】を実施し
ました。
今年度は，舞鶴工業高等専門学校から５名の学生が参加しま
した。

※講習会の開催にあたっては，新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で，マスクの着用，消毒等，安全・安心に実施できるよう努めました。



◆1日目（8月16日）
講習会は，自己紹介からスタートしました。その後，テキストを用いて座学を受講。午後からは，社会基盤メンテナンス教育セ
ンター（ｉＭｅｃ）が保有するコンクリート構造物と鋼構造物の劣化サンプルを探索し，損傷部位を撮影，玉田教授から詳しい説
明を受けました。撮影した写真はレポート作成に使用しました。



◆2日目（8月17日）
相生橋でコンクリート橋の現場実習をしました。雨が降る中，橋全景の説明を受けた後，コンクリートをハンマーでたたき損傷
部位の音の違いを確認したり，高い位置に梯子で上って損傷部位を近接で確認する学修をしました。帰校後は，維持管理
計画の演習をしました。限られた情報から考え得る様々な可能性をグループで話し合い，その後グループごとに発表を行い
ました。



◆3日目（8月18日）
二ツ橋で鋼橋の現場実習をしました。鋼橋の仕組みと損傷部位の学修をしました。道路上部からだけでなく下部からも損傷
部位を確認することの大切さを学びました。重要箇所を撮影し，帰校後のレポート作成に使用しました。午後からはｉＭｅｃで
詳細探査実習をしました。電磁波レーダー，サーモグラフィー，リバウンドハンマー各機器の用途の説明を受けた後，実際に
体験しました。



◆4日目（8月19日）
舞鶴市で一番大きな斜張橋（クレインブリッジ）を見学に行きました。車両通行止めだったため普段歩けない車道上を歩くと
いう貴重な体験もできました。また，橋の内部に入って暗く狭い中をライトで照らしながら移動する大変さを体験しました。3日
間お世話になったマイクロバスもこの日が最後でした。帰校後は，5日間の成果を一人一人がプレゼンとして発表しました。



◆5日目（8月20日）
最終日です。事前学修のｅラーニングで学んだ基礎知識と5日間の講習会で学んだ内容を学習到達度確認試験で確認しま
した。この試験の結果により合格者には准橋梁点検技術者資格が認定されます。試験終了後には，玉田教授より修了書が
授与されました。最後にアンケートを記入し5日間の講習会は終了しました。
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